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 2019 年度学校基本調査の結果では、高等学校の在籍者数は 316 万 8 千人で、前年度
より 6 万 7 千人減少している。全国の 43％にあたる 1437 校の公立高校が定員割れを
起こしている状況で、各校の特色づくりに向けた取組が進められている。 




２. A 高等学校の概要と課題 
 A 高等学校は 1980 年 4 月に全日制普通科高校として開校し、卒業生は 1 万 3 千人を














 2018 年度の進路選択状況は、卒業生のうち、進学 84％（大学 56％、短大 4％、専門
学校 24％）、就職 7％、その他 9％である。 
 教職員数は、校長 1、教頭 1、事務長 1、主幹教諭 2（大学院派遣 1 を含む）、教諭 41、
臨時講師 4、養護教諭 1、臨時講師（養護）1、実習助手 1、主査 1、事務職員 2、校務
員 2、計 58 人である。主幹教諭・教諭の平均年齢は 44.6 歳である。35 歳以下の教員が
不定期に集まる若手会を設けている。学級担任としての悩み等について意見を交換し
合い、代表者は校務運営委員会に出席している。 
 2018 年度の学校評価アンケート（教員・生徒・保護者対象）では、「A 高等学校に入
学して良かったと思う」という質問に対して、肯定している生徒の割合は 88.4％、保































































 それを可能にするためには、6月と 11月に、異なる教科を担当する 3人 1組で授業
を参観し合ってコメントを返すことが有効である。そして、各教科で年間 2 人ずつ研
究授業を開催することを提案する。また、事後の研修会での意見交換から得られるこ
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釈/分析・フィードバック」の四つがある。Freeman は彼のグループが提唱する Inquiry 
circle（問いの循環）というリフレクティブ・プラクティスの実践において、次のよう

























 「授業を改善するとは、授業とはどういう営みであるのかを問い、新しい授業像を  
  提案・共有財産化するということまで含んでいる。」  
 「授業改善には、授業中の教師の行動ではなく、授業を成り立たせる教師の思考を 
  洗練させることまで含んでいる。」 
 「授業改善には、子供の学びに関する多様な意味付けを交流することで、子どもの   
  個性的な学びに目を開き、授業や同僚や子どもから学ぶということまで含まれる 






































































図 3 能力を高めるのに必要な背伸び経験 
図 2 兵庫教育大学の FD 活動 












 第 1 学年の総合的な探究の時間の取組において、地域の商店街の活性化を目指し、
暮らしやすいまちづくりに向けた方策を求めて、近隣住民や市役所職員にインタビュ























































 OECD が 2018 年に実施した PISA（国際学習到達度調査）の結果が公表され、日本
の 15 歳の読解力の低下が大きく報道された。A 高等学校の 2019 年度の貸出冊数は、


















図 5 ワシントン州立高校の学校図書館の様子 
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